
かごしま検定～鹿児島観光･文化検定～ 

第７回 かごしまシニアマスター試験  問 題 用 紙 

（午後１時３０分開始 制限時間９０分） 

 

１．徳之島のムシロ瀬の岩石は、次のどれか。 

   ①安山岩  ②石灰岩  ③玄武岩  ④花崗岩  ⑤砂岩 

 

２．シラス災害の典型として知られる８・６水害が起こった年は、次のどれか。 

   ①１９７１年     ②１９８０年     ③１９８７年  

 ④１９９３年     ⑤１９９８年 

 

３．沖永良部島知名町指定の天然記念物になっているオパキュリーナの正体は

次のどれか。 

   ①サンゴ  ②二枚貝  ③巻貝  ④底生有孔虫  ⑤オパールの砂粒 

 

４．縄文時代と関係のない語句は、次のどれか。 

   ①アカホヤ  ②武人埴輪  ③海進  ④上野原遺跡  ⑤住吉池 

 

５．トカラ列島の島ではない島は、次のどれか。 

   ①諏訪之瀬島  ②中之島  ③馬毛島  ④口之島  ⑤平島 

 

６．吹上浜に関係のない語句は、次のどれか。 

   ①江口蓬莱     ②クロツラヘラサギ     ③アカウミガメ  

   ④メヒルギ     ⑤ハマボウフウ 

 

７．奄美大島で天然記念物に指定されていない動物は、次のどれか。 

   ①ルリカケス  ②オオトラツグミ  ③リュウキュウアユ 

   ④オーストンオオアカゲラ  ⑤アマミノクロウサギ 

 

８．ラムサール条約で保護された藺牟田池に関係のない語句は、次のどれか。 

   ①天然記念物   ②火口湖   ③泥炭形成植物群落 

   ④ベッコウトンボ    ⑤イシカワガエル 

 

９．俊寛僧都の流刑地と言われている島は、次のどれか。 

   ①硫黄島 ②口永良部島 ③甑島 ④諏訪之瀬島 ⑤奄美大島 
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１０．琉球石灰岩は数十万年前に形成されたサンゴ礁が隆起してできたもので 

  ある。琉球石灰岩と関係のないものは、次のどれか。 

①水連洞 ②ビーチロック ③百之台 ④犬田布岬 ⑤カルスト地形 

 

１１．島津貴久の父で、島津家中興の祖と呼ばれているのは、次のだれか。 

   ①島津忠良  ②島津斉彬  ③島津継豊  ④島津重豪  ⑤島津久光 

 

１２．鹿児島出身の横綱「西ノ海」はこれまで三人いる。３代目「西ノ海」の

出身は、次のどこか。 

   ①長島町(旧東町)  ②南大隅町(旧佐多町) ③薩摩川内市(旧東郷町)  

④霧島市(旧隼人町) ⑤西之表市 

 

１３．島津家２７代当主の島津斉興が財政の建て直しに起用した人物は、次の 

だれか。 

   ①南浦文之  ②調所広郷  ③阿部正弘  ④小松帯刀  ⑤町田久成 

 

１４．さつま町にある別府原古墳群で発見された「地下式板石積石室古墳」の

数は、次のどれか。 

   ①４基  ②６基  ③８基  ④１０基  ⑤１２基 

 

１５．安政の大獄の際に、鹿児島に逃れてきた勤王の僧、月照が宿泊した宿の

名前は、次のどれか。 

   ①桔梗屋  ②御着屋  ③三河屋  ④薩摩屋  ⑤俵屋 

 

１６．1837 年、モリソン号が追い払われた港に関連のないものは、次のどれか。 

   ①火口湾  ②鶴の港  ③天然の火山博物館  ④かつおぶし  ⑤鑑真 

 

１７．大阪の商工業の発展に尽力し、１８７８年、大阪商法会議所をつくり、

初代会頭に就任したのは、次のだれか。 

   ①五代友厚  ②松方正義  ③大山巌  ④森有礼  ⑤東郷茂徳 

 

１８．桜島と大隅半島が陸続きになった桜島の大噴火が起こった時代は、次の

どれか。 

   ①昭和   ②大正   ③明治   ④文明   ⑤安永 

 

１９．南九州の玄関口として栄える鹿児島中央駅の、１９１３年の開業当時の

名称は、次のどれか。 

   ①西鹿児島駅  ②鹿児島駅  ③武駅  ④南鹿児島駅  ⑤薩摩駅 
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２０．維新を成功させた西郷、大久保がともに協力して断行した封建制度の解

体策は、次のどれか。 

   ①廃藩置県 ②征韓論 ③私学校の創設 ④郷中教育 ⑤集成館事業 

 

２１．西村天囚の経歴に関わりのないものは、次のどれか。 

   ①南浦文之和尚 ②新聞記者 ③日本宋学史 ④屋久島 ⑤小説家 

 

２２．わが国、抽象美術のパイオニアと位置づけられる画家と出身地が同じ芸

術家は、次のだれか。 

   ①橋口五葉  ②吉井淳二  ③武満徹  ④床次正精  ⑤帖佐美行 

 

２３．薩摩義士碑がある場所は、鹿児島市内の次のどこか。 

①平田公園  ②祇園之洲  ③南洲神社  ④多賀山公園  ⑤城山 

 

２４．県内に私立中学校第１号を造った人物に関する評伝の中で誤りは、次の

どれか。 

   ①海運業を興し日露戦争で財を成す。 

   ②創設した中学校に全寮制、飛び級を導入。 

   ③生誕地の祭り・初午祭にたびたび帰省した。 

   ④七高造士館の名校長・岩崎行親を起用。 

   ⑤奄美から衆院選に立候補、当選した。 

 

２５．枚聞神社、鹿児島神宮の共通項は、次のどれか。 

①薩摩半島  ②宮内庁  ③八幡宮  ④一の宮  ⑤馬踊り 

 

２６．サツマイモに関する記述で間違っているのはどれか。 

①１７世紀に山川の船乗り前田利右衛門が琉球から持ち帰った。 

②リュウキュウイモとも呼ばれる。 

③黒豚の肉質を高める飼料である。 

④ケーキやクエン酸の原料になる。 

⑤ベニサツマ、ベニハヤトという品種がある。 

 

２７．夏目漱石の著書「我が輩は猫である」の装丁を手がけた人物は、次のだ

れか。 

①橋口五葉  ②和田英作  ③東郷青児  ④藤島武二  ⑤八島太郎 

 

２８．泉芳朗に関する誤りは、次のどれか。 

①伊仙町生まれの詩人。     ②「島育ち」を作詞した。 
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③東京で小学校教師をつとめた。 ④１２０時間断食祈願を果たす。 

⑤戦後、奄美の本土復帰運動をリードした。 

 

２９．小正月行事ではないものは、次のどれか。 

   ①カセダウチ     ②ハラメウチ     ③カーゴマー  

   ④サンコンメ     ⑤メンドン 

 

３０．鹿児島市出身ではない芸術家は、次のだれか。 

   ①曽山幸彦  ②黒田清輝  ③床次正精  ④吉井淳二  ⑤安藤照 

 

３１．鹿児島市は世界の各都市と姉妹盟約を締結しているが、姉妹盟約を締結

していない都市は、次のどれか。 

   ①ナポリ市  ②パース市  ③全州市  ④長沙市  ⑤マイアミ市 

 

３２．古くから往来する船人たちの守り神となり、太平洋戦争では、特攻隊員

たちの「サヨナラの峰」にもなっていたところはどこか 

   ①開聞岳   ②宮之浦岳   ③佐多岬   ④桜島   ⑤野間岳 

 

３３．以下の史跡と所在地の組み合わせとして正しいものは、次のどれか。 

＜史跡＞     ＜所在地＞ 

ア．一乗院跡       Ⅰ．薩摩川内市 

イ．上野原遺跡    Ⅱ．霧島市  

ウ．宇宿貝塚    Ⅲ．南さつま市 

エ．清色城跡       Ⅳ．奄美市 

オ．橋牟礼川遺跡    Ⅴ．指宿市 

 

   ①．ア⇒Ⅱ  イ⇒Ⅲ  ウ⇒Ⅳ  エ⇒Ⅰ  オ⇒Ⅴ 

   ②．ア⇒Ⅱ  イ⇒Ⅲ  ウ⇒Ⅴ  エ⇒Ⅳ  オ⇒Ⅰ 

   ③．ア⇒Ⅲ  イ⇒Ⅱ  ウ⇒Ⅴ  エ⇒Ⅳ  オ⇒Ⅰ 

   ④．ア⇒Ⅲ  イ⇒Ⅱ  ウ⇒Ⅳ  エ⇒Ⅴ  オ⇒Ⅰ 

   ⑤．ア⇒Ⅲ  イ⇒Ⅱ  ウ⇒Ⅳ  エ⇒Ⅰ  オ⇒Ⅴ 

 
３４．平成の大合併により誕生した志布志市が合併した町として正しいものは、

次のどれか。 

   ①志布志町、末吉町、有明町 

   ②志布志町、有明町、大崎町 

   ③志布志町、末吉町、大崎町  

   ④志布志町、有明町、松山町 
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   ⑤志布志町、大崎町、松山町 

 

３５．奄美地域の 5 つの島の特徴のある組み合わせとして、正しいものは、次

のどれか。 

ア．奄美大島   Ⅰ．パナとウルの楽園 

イ．喜界島   Ⅱ．花と鍾乳洞の島 

ウ．徳之島   Ⅲ．東洋のガラパゴス 

エ．沖永良部島      Ⅳ．闘牛とスポーツの島 

オ．与論島   Ⅴ．農業立島をめざす島 

 
  ①．ア⇒Ⅰ  イ⇒Ⅱ  ウ⇒Ⅲ  エ⇒Ⅳ  オ⇒Ⅴ 

  ②．ア⇒Ⅲ  イ⇒Ⅴ  ウ⇒Ⅳ  エ⇒Ⅰ  オ⇒Ⅱ 

  ③．ア⇒Ⅲ  イ⇒Ⅴ  ウ⇒Ⅳ  エ⇒Ⅱ  オ⇒Ⅰ 

  ④．ア⇒Ⅱ  イ⇒Ⅲ  ウ⇒Ⅴ  エ⇒Ⅰ  オ⇒Ⅳ 

   ⑤．ア⇒Ⅱ  イ⇒Ⅳ  ウ⇒Ⅴ  エ⇒Ⅰ  オ⇒Ⅲ 

 

３６．平成の大合併により誕生した湧水町が合併した町として正しいものは、

次のどれか。 

   ①横川町、牧園町 

   ②吉松町、横川町 

   ③栗野町、牧園町 

   ④栗野町、横川町 

   ⑤吉松町、栗野町 

 

３７．平成の大合併により誕生した錦江町が合併した町として正しいものは、

次のどれか。 

   ①高山町、吾平町 

   ②吾平町、大根占町 

   ③大根占町、田代町 

   ④田代町、内之浦町 

   ⑤内之浦町、根占町 

 

３８．薩隅方言と同じ意味の奄美の島口の組合せとして正しいのは、次のどれ

か。 

ア．アタイ（私）        Ⅰ．ドフ 

イ．オカベ（豆腐）       Ⅱ．トン 

ウ．カライモ（サツマイモ）   Ⅲ．フェ 

エ．ヘ（ハエ）         Ⅳ．ワン 



 5 

   ①ア⇒Ⅲ、イ⇒Ⅰ、ウ⇒Ⅱ、エ⇒Ⅳ 

   ②ア⇒Ⅲ、イ⇒Ⅱ、ウ⇒Ⅰ、エ⇒Ⅳ 

   ③ア⇒Ⅳ、イ⇒Ⅰ、ウ⇒Ⅱ、エ⇒Ⅲ 

   ④ア⇒Ⅳ、イ⇒Ⅰ、ウ⇒Ⅲ、エ⇒Ⅱ 

   ⑤ア⇒Ⅳ、イ⇒Ⅱ、ウ⇒Ⅲ、エ⇒Ⅰ 

 

３９．薩摩川内市と関係のない語句・人物は、次のどれか。 

   ①大綱引 ②原子力発電所 ③かえんそや ④カギ引き ⑤山本実彦 

 

４０．以下の著名人と関連（出身地、生活した場所等）のある地域の組み合わ

せとして正しいのは、次のどれか。 

ア．田中省三          Ⅰ．薩摩川内市 

イ．小原国芳          Ⅱ．鹿児島市古里町（桜島） 

ウ．林芙美子          Ⅲ．奄美・加計呂麻島 

エ．有島三兄弟         Ⅳ．南さつま市坊津町 

オ．島尾敏雄          Ⅴ．霧島市福山町 

 

   ①ア⇒Ⅴ、イ⇒Ⅱ、ウ⇒Ⅲ、エ⇒Ⅳ、オ⇒Ⅰ 

   ②ア⇒Ⅴ、イ⇒Ⅲ、ウ⇒Ⅱ、エ⇒Ⅳ、オ⇒Ⅰ 

   ③ア⇒Ⅴ、イ⇒Ⅲ、ウ⇒Ⅱ、エ⇒Ⅰ、オ⇒Ⅳ 

   ④ア⇒Ⅴ、イ⇒Ⅳ、ウ⇒Ⅱ、エ⇒Ⅰ、オ⇒Ⅲ 

   ⑤ア⇒Ⅴ、イ⇒Ⅳ、ウ⇒Ⅰ、エ⇒Ⅱ、オ⇒Ⅲ 

 

４１．鹿児島市の与次郎ヶ浜に関する説明として誤っているものは、次のどれ

か。 

   ①古くは塩田が広がっていた。 

   ②玉里団地造成の残土を利用して埋め立てた。 

   ③１９６７年に着工し、１９７０年に完工した。 

   ④桜島の景観に配慮し、二重護岸とした。 

   ⑤観光スポーツ専用に利用制限をかけていたが、現在制限は緩和されて

いる。 

 

４２．2004 年の出来事でないのは、次のどれか。 

①ドルフィンポート開業 

②長渕剛桜島オールナイトコンサート 

③九州新幹線部分開業 

④伊藤知事就任 

⑤鹿児島市及び５町合併 
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４３．本県の観光に関連する文と年代について誤っているものは、次のどれか。 

   ①昭和３０年代―４０年代・・・・新婚旅行の目的地として注目 

   ②昭和４０年代後半・・・・離島ブーム 

   ③１９８５年・・・・大河ドラマ「翔ぶが如く」ブーム 

   ④１９９３年・・・・屋久島の世界自然遺産登録 

   ⑤２００４年・・・・肥薩おれんじ鉄道の開業 

 

４４．次の   にあてはまるものとして適当なものは、次のどれか。 

鹿児島県におけるテクノポリス構想の中核を担う工業団地は、1988 年

から分譲された   であり、現在では、プレス金型製造、半導体、電

子部品製造、ソフトウェア開発などの企業が操業している 

①みやまきりしま工業団地   ②鹿児島臨空団地 

③国分上野原テクノパーク   ④西薩中核工業団地 

⑤薩摩工業団地 

 

４５．鹿児島県の総人口が２０４万人で史上最高を記録したのは、次のいつか。 

①１９４８年  ②１９５５年  ③１９７２年 

④１９８５年  ⑤１９９４年 

 

４６．次の   にあてはまるものとして適当なものは、次のどれか。 

鹿児島県の畜産や茶は、   にそれまでの米やかんしょなど穀作を

中心とする農業から、大都市圏を市場とした商品を生産する農業へと転

換していく中で大きく発展していった作物である。 

①戦前 ②昭和 20 年代 ③昭和 30 年代 ④昭和 40 年代 ⑤昭和 50 年代 

 

４７．次の   にあてはまるものとして適当なものは、次のどれか。 

    鹿児島県は、総面積９１８７平方ｋｍの広大な県土を有しているが、

そのうち、離島は県土の   ％を占めている。 

   ①１５   ②１８   ③２１   ④２７   ⑤３３ 

 

４８．「日本列島改造論」が公表された１９７２年の鹿児島の動きとして正しい

ものは、次のどれか。 

   ①金丸知事就任   ②新鹿児島空港開港   ③鎌田知事就任 

   ④鹿屋体育大学開校 ⑤土屋知事就任 

 

４９．次の   にあてはまるものの組合せとして適当なものは、次のどれか。 

  ア は イ 漁船の保有隻数は全国有数であるが、大部分は大都市

圏で水揚げされる。 
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また、 ア では、さつまあげや焼酎の製造が盛んである。最近では、

ポンカンを使った食品開発も進められている。 

①ア：いちき串木野市 －イ：マグロ ②ア：枕崎市 －イ：カツオ   

③ア：垂水市 －イ：ブリ      ④ア：西之表市－イ：トビウオ 

⑤ア：長島町 －イ：アジ 

 

５０．次の   にあてはまるものの組合せとして適当なものは、次のどれか。 

鹿児島県の多くの地場産業があるが、   製造は多くの細工加工技

術の分業体制によって支えられている。最近ではその加工技術を生かし

て自動車部品製造業と連携する企業も現れるなど、伝統工芸品の枠を超

えた活動も見せ始めている。 

①南九州市の仏壇   ②鹿児島市の錫器   ③出水市の半導体 

④日置市の薩摩焼   ⑤奄美市の大島紬 

 


